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要   旨：   地中海食事の心臓血管系および発癌に対する作用をﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の微量

成分が説明するであろう。 
反応性酸素種(ROS)およびアラキドン酸代謝物の抑制されない生産は、心臓血
管系疾患および癌の発病に寄与する、そしてアテロームプラークまたは腫瘍中で

浸潤した炎症細胞が反応性酸素種およびエイコサノイドの主な起源である。 
 
我々の目的は、オリーブ油の炭化水素、ステロールおよびフェノール化合物を

代表するスクワレン、β-シトステロールおよびチロソールのスーパーオキシドア
ニオン(O2－)、過酸化水素(H2O2)および一酸化窒素(NO)の値に対する影響を、測定
することであった。 
我々はまた、フォルビルエステル(PMA)刺激マクロファージRAW 264.7によ
るアラキドン酸放出およびエイコサノイド生産も研究した。 

 
β-シトステロールおよびチロソールは PMAによって引起されるO2－および

H2O2を減少させ、チロソールはROS生成系による放出されるO2－を捕捉した。 
この作用は PMA刺激RAW 264.7培養における[3H]アラキドン酸放出、シクロ
オキシゲナーゼ-2(COX-2)発現およびプロスタグランジンE2/ロイコトリエンB4

合成の障害と相関した。 
β-シトステロールはプレインキュベーションの3－6時間後に作用を発揮した。 
チロソールは外因性ROSにより引起される[3H]アラキドン酸放出を抑制した。 
β-シトステロールおよびチロソールはまたPMAによって引起されるNO放出
を減少させ、それは誘発性一酸化窒素合成値の減少と相関した。 
これはNF-κB活性化の調節と関連すると思われる。 
 
ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の微量成分の健康的な作用についてさらに識見を得る

ために、もっと研究が必要である。 
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